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第６学年○組 道徳科学習指導案

平成○年○月○日 ○曜日 第○時

指導者 ○ ○ ○ ○

１ 主 題 名 責任について考える Ａ 自由と責任

２ 本時のねらい

ｏ自由と自分勝手との違いや，責任ある行動のよさへの理解を深める態度を育てる。

３ 準備・教材

ｏ教材名「修学旅行の夜」 出典「新しい道徳」（東京書籍）

４ 学習指導過程

段
学 習 活 動

時
指 導 上 の 留 意 事 項

階 間

１ 価値への方向付けをする。 ｏいくつか発表させることで，本時の価値への

方 ｏ６年生として責任をもって行動で 方向付けをする。

向 きていることはどんなことです ｏ全校での活動や学年での活動などから考えさ

付 か。 せ思いついたことを発表させる。

け ・委員会活動

・通学団の班長 ３

２ 本教材を読み，内容について話し

合う。

ｏ教師の範読を聞く。 ｏ範読をし，あらすじを確認する。

ｏわたしが，初めのうちは，班長として注意し

価 ていたことや，途中で注意することを止めて

しまったことを押さえる。

値 なかなかねむれなかったとき，わたしはどんなことを考えていたのでしょう。

・注意したのにな。 ｏ班長として初めのうちは注意していたのに自

の ・班長だからってしかられた。 分も注意されたことを確認する。

・もう少し班長として責任もって言 ｏなぜ眠れないのか，主人公の気持ちを考えさ

えば良かった。 せ，意見を発表させる。

追

次の日，わたしは班長としてどんな行動をとると思いますか。

求 <何もしない＞ ｏわたしが，なぜそういった行動をするのかを

・一度きりの修学旅行だから人に迷 問うことで，そういった行動をとる理由を話

・ 惑をかけないように自由におしゃ させるようにする。

べりしただけだから。 ｏ班長や副班長という役はみんなが決めたこと

把 ・班長になりたくてなった訳ではな であることを押さえる。

いから。 補修学旅行の夜，人に迷惑をかけないよう

＜謝る＞ に気を付けておしゃべりすることはいけ

握 ・班長として責任をもってみんなが ないことなのでしょうか。

騒がないように声をかけるべきだ ｏ班長という立場で考えさせることで，より責

ったと思うから。 任について考えさせやすくする。

＜取り返す＞ ｏ児童から自由と自分勝手の違いについての意

・別の行動で，班長としての役割 見が出てくることも想定される。考えを広げ

を果たす。最後まで注意できな させるために，その点についても話し合い，

かった自分に責任があると思う。 班長としての責任について考えさせる授業展

開へと移行していく。
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価 責任とは，何だろう。

値 ｏグループで話し合う。 ｏ児童の意見から，班長としての役割や責任に

・班長として最後まで責任を果た ついて考えていく視点である発言を取り上

の し，注意もするが，迷惑をかけ げ，中心発問へ移行する。

ないようにひっそりと話すこと ｏ責任ある行動とはどのような行動であったか

追 は良いのではないか。 について話し合わせ，考えやすくするために

・班長や副班長にだけ責任があっ まず小グループで話し合わせる。

求 たのだろうか。みんなにも責任 ｏ班長だけでなく，学級の全員にも責任があっ

があるのではないか。 たといった意見が出てくることも想定され

・ ・責任のない行動をとっていては， る。その点も取り上げ，自由に過ごすための

把 自由な行動とは言えない。 みんなの責任についても考えさせる。

ｏ友達の考えを聞く中で，自分なりに自由に過

握 ｏ全体の中で発表する。 ごすために何を大切にしたら良いのか考えさ

35 せる。

３ 気付いた価値を基に自己を見つめ

価 る。

値 今日の話で考えたことは何ですか。

の ・周りのことを考えることで自由に ｏ自由に伴う自己責任の大きさについて友達の

過ごすことができる。 意見を聞くことで，自分なりに考えさせる。

自 ・責任をもって行動してこそ自由に

過ごせる。

覚 ・自分勝手に過ごすことは自由とい 評自由な行動には責任が伴うことについて考え

うことではない。 40 ている。 （発表）

ま ４ 本時の授業を振り返り，感想を発 ｏ自分の行動に責任をもって過ごしてこそ，本

と 表する。 当の意味で自由に過ごせることなど感想を述

め 45 べさせる。

５ 本時の評価

ｏ自由を大切にすることや，責任ある行動の大切さについて考えている。 （発表）

６ 板書計画
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＜取り返す＞

・班長としての

役割がある。

・別の行動で役

割を果たす。

＜謝る＞

・班長として声

をかけるべき

だった。

＜何もしない＞

・班長になりた

かったわけで

ない。


